
令和6年度

第２回フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト戦略検討委員会

～令和６年度におけるプロジェクトの進捗状況～

令和７年２月13日（木）10:00～12:00
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Food and Healthcare Open Innovation Project



・県民参加による実証フィールド

・サイエンスに基づくデータを収集
・新たなサービス創造の場

フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト第１次戦略計画の概要

・ファルマ,フォトン,AOI,MaOI,ChaOIとのプロジェクト間連携
・大学シーズやSR等の成果の公開
・健康データを活用したデータ駆動型の研究開発

戦略１︓きわめる（研究開発）
オープンイノベーションやデータ活用による

研究開発の推進

産業人材等の育成と開発環境の

充実によるクラスター形成

・健康講座などによる県民の社会参加促進と健康リテラシーの向上
・総合食品学講座の拡充
・健康イノベーション専攻の設置（静岡県立大学）

戦略５︓そだてる（人材育成）

「食の都」の内なる国際化と魅力ある静岡の
食文化の発信

・ハラール等に対応した食の展開
・GAPやHACCP等の国際規格への対応支援
・静岡型健康食の海外ビジネスの展開

戦略６︓ひろめる（情報発信）

化粧品開発プラットフォーム

・化粧品素材開発及び製品化を支援
・農林水産物の付加価値向上

ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ･ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞ静岡機能性食品開発プラットフォーム

・相談から届出、販路まで一貫支援

・ﾌｰｽﾞ･ﾍﾙｽｹｱ ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
と県立大学にて整備

FHCaOIフォーラム

・企業等が集まる出会いとイノベー
ション創造の場

食を中心とする
ヘルスケアの推進

産業競争力
の向上

・地域のブランディングによる商品価値の創造
・現代のライフスタイルや健康状態に応じた商品とサービス展開

戦略４︓とどける（販路開拓）

社会の環境変化を踏まえたマーケットインによる

販路拡大とサービスの提供

競争力のある高付加価値製品の開発

・県産農林畜水産物を活用した機能性のある製品開発
・優れたものづくり技術による生産性の向上（加工機械、フードロス）
・肥沃な土づくりによる豊かな農産物の展開
・健康情報を見える化するデバイス等の開発支援

戦略２︓つくる（製品開発）

【指標】【目標】 ・食を中心とする健康増進社会の実現 ・静岡県の健康寿命

データヘルスの実践による健康機能の維持・増進

・県民の健康データの収集と活用（データヘルス・リビングラボ）
・健康課題に対応した製品・サービスの開発（フレイル、メタボ等）
・ヘルスケア産業の創出（食や運動を含む健康プログラムの開発）
・幼年期の食生活の向上と食育の充実

戦略３︓いどむ（ヘルスケア）

日本一
・異分野の融合によるイノベーションの創出 ・食料品等の付加価値労働生産性 日本一

R２～６年度

1
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機能性食品開発プラットフォーム

機能性表示食品の開発を、相談から科学的根拠の証明、消費者庁
への届出まで一貫支援する体制を全国に先駆けて整備

○ 静岡県内企業による届出件数 323件【全国4位】
○ プラットフォームによる支援件数 58社111品目
〇 製造品目数 2,613件（全体の38.6％）【全国第1位】
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機能性表示食品、特定保健用食品の国内市場

富士経済の調べに基づく機能性表示食品及び特定保健食品の国内市場規模推移。
同社のプレスリリースから
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２．施行期日（経過措置）
（１） １．主な改正内容の（１）（システマティックレビューのPRISMA声明（2020年）への準拠）については、対応に一定の準備期間が必要

となることから、 経過期間を設ける。

①新規届出については、令和７年４月１日届出以降、PRISMA声明（2020年）に準拠することとし、届出の際は別紙様式２（新様式・

2020準拠版）を用いること。なお、それまでの間はPRISMA声明（2009年） に準拠して届出しても差し支えないが、その場合は、別

紙様式２（新様式・2009準拠版）を用いること。

②既存の届出については、随時、PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの変更届出を行うこととする。変更届出の際は別紙

様式２（新様式・2020準拠版）を用いること。

（２） １．主な改正内容の（２）「届出内容の責任の所在の明確化（別紙様式２の変更）」及び１．主な改正内容の（３）「その他の技術的事
項」は経過期間を設けない。

課
長
通
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週
間
）

回
答
作
成

令和５年
７月中旬 準備が出来次第速やかに

令和７年
４月１日

①新規届出

随時、PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの提出

＜経過期間＞
・PRISMA声明（2009年）による資料の提出も可
・別紙様式２（新様式・2009準拠版）を使用

②変更届出

PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの提出
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丸七製茶株式会社
（J815）

株式会社 大井川電機製作所 
(J415）

株式会社J-オイルミルズ 
(J661）
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○スズキ株式会社の例 【静岡新聞 10月3日】

＜牛ふんから自動車燃料 インドで本格化＞

現地に約３億頭いるとされる

牛のふんを活用した

自動車燃料向けの

バイオガス事業を本格化

排泄物を有価物に変換

→ 循環型社会の創生に貢献
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合同会社富士山朝霧Biomassが実践する
地域資源の循環共生

電力は、 が、地域の皆様にお届けし
ます

富士山朝霧バイオマスプラント

R5.4.5から発電開始

一般家庭
200戸分の発電と
444戸分のCO₂削減を
賄っております。
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○液肥（有機肥料）を用いた農作物および食品生産

液肥の製造

（富士山朝霧Biomass）

コメの生産

（永田ファーム、永田）

サツマイモ、落花生の生産 （アグリノ、西山）

切り干し、サツマイモごはん等の生産

および学校給食への提供、道の駅での販売 （トウネツ 農園部）

液肥の脱色・脱臭・

目詰まり除去

（静岡県立大学、徳村）

オブザーバー：スズキ株式会社 事業企画部、富士市 上下水道部

処理前 処理後
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調理例①︓おむすび

液肥2 t 液肥1 t 液肥0 t

液肥量の異なる3種の米の調理例 資料2-10
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１焼き干し芋 ２干し芋（西山圃場） ３干し芋（トウネツ）

し芋の
写真
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下水処理場

農業 食料

自動車、発電、
都市ガス

静岡県が目指す
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センターでは機能性表示食品の開発とともに県立大学で研究中の機能性食品素材のDBを構築して、情報の発信を
行っています。
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食品の機能性素材（研究中） ー2024年度新規に記載
素材名・化合物名 生理機能 企業名・機関名

アピゲニン 抗糖尿病作用 静岡県立大学 薬・石川、金子先生
アリルイソチオシアネート 認知機能（記憶） 静岡県立大学 食・三好先生
エノキダケ テストステロン産生増加 静岡県立大学 食・三好先生
(-)-エピガロカテキンガレート 黄色ブドウ球菌の生体影響の制御 静岡県立大学 食・増田先生
コーヒーポリフェノール（クロロゲン酸
類） 脳老化の抑制 静岡県立大学 食・海野先生

6-ショウガオール 心不全に対する抑制効果 静岡県立大学 薬・森本先生

テアニン ストレス緩和 静岡県立大学 食・海野先生

デオキシリボ核酸(DNA) ストレス 静岡県立大学 食・海野先生

テオフィリン 筋肉 静岡県立大学 食・三好先生

トウキンセンカの根 抗炎症 静岡県立大学 食・熊澤先生
トウキンセンカの葉 COMTに対する阻害効果 静岡県立大学 食・熊澤先生
ノビレチン 黄色ブドウ球菌の生体影響の制御 静岡県立大学 食・増田先生
ビーポーレン COMTに対する阻害効果 静岡県立大学 食・熊澤先生
プロポリス 抗菌作用 静岡県立大学 食・熊澤先生
プロポリス 血管新生の抑制 静岡県立大学 食・熊澤先生
ミツバアケビ果皮 抗酸化 静岡県立大学 食・熊澤先生
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